
こ
の
害
は
律
蔵
研
究
の
権
威
者
で
あ
り
、
論
事
の
和
訳
や
「
原
始
佛
教

教
団
の
研
究
」
な
ど
で
著
名
な
、
佐
藤
密
雄
博
士
が
古
稀
を
迎
え
ら
れ
た

の
を
祝
し
て
出
版
さ
れ
た
千
百
二
十
頁
に
も
亙
る
雁
大
な
吾
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
論
文
集
は
便
宜
上
五
部
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
第
一
部
は

印
度
佛
教
に
関
す
る
も
の
、
第
二
部
は
中
国
佛
教
に
関
す
る
も
の
、
第
三

部
は
日
本
佛
教
に
関
す
る
も
の
、
第
四
部
は
佛
教
学
一
般
、
お
よ
び
宗
教

学
に
関
す
る
も
の
、
第
五
部
は
英
文
お
よ
び
宗
教
学
に
関
す
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
が
、
私
は
特
に
第
一
部
（
印
度
佛
教
）
を
中
心
に
書
評
・
紹
介

し
よ
う
と
思
う
。

初
め
に
「
無
記
説
と
．
〈
リ
バ
ー
ジ
ャ
カ
」
（
石
上
善
応
）
で
は
、
ジ
ャ
イ

ナ
教
の
ア
ー
ャ
ｒ
ラ
ン
ガ
・
ス
ッ
タ
に
み
ら
れ
る
記
述
が
、
ブ
ッ
ダ
の
十

四
無
記
説
の
中
に
あ
る
、
如
来
の
死
後
の
存
在
の
有
無
の
記
述
と
類
似
し

て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
こ
の
パ
リ
識
ハ
ー
ジ
ャ
カ
（
普
行
沙
門
）
と
い
う
の

は
遊
行
者
の
こ
と
で
あ
り
、
ス
ッ
タ
’
一
・
ハ
ー
タ
で
も
〈
遍
歴
の
行
者
〉
と

呼
ば
れ
て
い
る
が
、
十
無
記
・
十
四
無
記
の
記
述
の
質
問
者
の
多
く
は
、

こ
の
パ
リ
バ
ー
ジ
ャ
ヵ
と
い
わ
れ
る
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
人
々
で
あ
っ
た

（
六
頁
）
と
い
っ
て
、
パ
リ
、
ハ
ー
ジ
ャ
カ
（
普
行
沙
門
）
に
つ
い
て
詳
し
く

論
じ
て
い
る
。

誰
羅
需
詮
佛
教
思
想
論
叢舟

橋

尚

哉

「
浄
土
教
研
究
に
お
け
る
一
、
二
の
問
題
（
続
）
」
（
春
日
井
真
也
）
で
は
、

イ
ン
ド
の
風
土
特
に
雨
量
と
佛
教
の
興
起
と
展
開
と
い
う
興
味
あ
る
問
題

を
取
上
げ
て
い
る
。
佛
教
伝
道
が
降
水
量
二
○
’
四
○
吋
地
域
に
設
定
確

立
を
見
る
に
至
っ
た
事
実
を
、
地
図
を
示
し
な
が
ら
考
察
し
（
四
○
頁
）
、

そ
し
て
浄
土
教
研
究
も
こ
う
い
っ
た
立
場
か
ら
、
新
し
く
始
め
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
結
ん
で
お
ら
れ
る
。
し
か
し
も
う
少
し
表
題
に
忠
実
に

浄
土
教
研
究
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。

「
正
理
学
派
の
推
論
法
に
対
す
る
唯
物
論
者
の
難
駁
」
（
金
倉
円
照
）

で
は
、
Ｈ
Ｐ
茸
ぐ
。
隠
亘
ゆ
く
儲
眉
目
の
中
の
、
正
理
学
派
に
対
す
る
論
難
の

個
所
の
和
訳
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
英
訳
も
あ
る
が
、
英
訳

の
不
適
当
な
る
個
所
や
、
原
文
の
欠
落
の
部
分
を
指
摘
し
つ
つ
、
六
派
哲

学
特
に
勝
論
の
権
威
者
と
し
て
正
鵠
な
る
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
ニ
カ
ー
ヤ
に
お
け
る
胃
凹
琶
日
四
‐
と
Ｑ
ｇ
日
日
四
‐
と
の
対
句
用
例
」

（
雲
井
昭
善
）
で
は
、
阿
含
・
’
一
カ
ー
ャ
に
、
本
来
の
佛
教
思
想
と
相
容

れ
な
い
思
想
、
も
し
く
は
そ
の
用
語
例
が
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
一
一
カ
ー

ャ
で
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
は
主
と
し
て
梵
天
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
に
は
㈲
人
格
神
梵
天
の
意
味
か
ら
、
ロ
神
と
し
て
の
要
因
が
脱
落
し

て
い
く
面
も
指
摘
で
き
る
。
（
六
三
頁
）
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
フ
マ
ン

の
二
面
性
は
既
に
佛
教
以
前
の
イ
ン
ド
古
代
思
想
に
も
見
出
さ
れ
る
と
い

い
、
ま
た
胃
昌
目
色
‐
と
目
四
日
目
四
‐
と
の
数
多
の
用
例
を
上
げ
て
、
佛

教
が
本
来
の
佛
教
思
想
と
相
容
れ
な
い
來
雑
物
、
異
質
物
を
排
除
す
る
の

で
は
な
く
て
、
佛
教
的
受
容
と
い
う
広
い
体
質
の
中
で
如
何
に
消
化
し
て

い
っ
た
か
を
検
討
し
て
い
る
。

「
冨
昌
目
』
白
い
颪
盲
目
目
、
大
悲
」
（
桜
部
建
）
で
は
、
ニ
カ
ー
ヤ
に
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お
い
て
慈
悲
喜
捨
が
四
語
一
具
と
し
て
説
か
れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
以
外

に
も
佛
陀
の
慈
悲
の
徳
を
あ
ら
わ
す
語
に
富
】
綱
目
ョ
お
よ
び
そ
れ
の
縁
語

や
そ
れ
か
ら
の
派
生
語
の
用
例
が
多
く
、
後
期
に
は
旨
田
園
冨
冒
目
と

い
う
語
も
見
出
さ
れ
る
。
大
悲
（
目
騨
冨
冨
昌
目
）
と
い
う
語
が
い
つ
頃

か
ら
使
わ
れ
出
し
た
か
と
い
う
興
味
あ
る
問
題
を
例
を
上
げ
て
検
討
し
て

い
る
。「

大
乗
十
法
経
の
如
来
蔵
説
」
（
高
崎
直
道
）
で
は
、
大
宝
積
経
の
第

九
会
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
十
法
経
」
に
つ
い
て
、
如
来
蔵
説
と
い
う
立

場
か
ら
種
々
考
察
さ
れ
て
い
る
。

「
ア
シ
ョ
ー
カ
時
代
の
佛
教
史
研
究
の
問
題
点
」
（
塚
本
啓
祥
）
で
は
、

ア
シ
ョ
ー
カ
の
年
代
や
第
三
結
集
な
ど
に
つ
い
て
、
新
資
料
に
よ
っ
て
種

を
検
討
を
加
え
て
い
る
。
例
え
ば
１
３
叩
３
９
国
洋
の
口
四
や
ｌ
乱
の
出
‐

ｇ
国
詐
①
な
ど
を
「
灌
頂
後
満
１
年
を
過
ぎ
た
年
」
と
み
る
べ
き
か
、
「
灌

頂
第
１
年
目
」
と
解
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
カ
ン
ダ
ハ
ー
ル

で
発
見
さ
れ
た
第
二
の
ギ
リ
シ
ャ
文
勅
に
よ
れ
ば
「
〔
灌
頂
〕
第
八
年
に
」

と
訳
し
う
る
と
い
っ
て
、
後
者
の
説
を
支
持
し
て
い
る
（
一
七
九
頁
）
。

「
無
尽
財
と
部
派
」
（
友
松
円
諦
）
は
摩
訶
僧
祇
律
第
三
十
一
巻
、
第

十
八
巻
、
第
二
十
九
巻
な
ど
に
出
て
い
る
物
語
を
中
心
に
、
無
尽
財
を
容

認
す
る
部
派
な
ど
に
つ
い
て
、
巧
み
に
、
わ
か
り
や
す
い
文
章
で
書
か
れ

て
い
る
。

「
浄
土
信
仰
に
と
も
な
う
問
題
の
普
遍
性
と
特
殊
性
１
名
号
と
変
成

男
子
と
に
つ
い
て
ｌ
」
（
中
村
元
）
で
は
、
日
名
号
（
目
目
四
目
の
胃
名
、

名
字
）
、
南
無
佛
（
ロ
Ｐ
日
。
盲
目
圃
樹
）
と
い
う
表
現
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
佛
典
の
な
か
に
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
が
（
二
○
三
頁
）
、
「
南
無
阿
弥
陀

佛
」
と
唱
え
る
習
慣
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
口
称
念
佛
が
イ
ン
ド
に
あ

っ
た
か
ど
う
か
。
口
変
成
男
子
は
東
洋
に
顕
著
な
封
建
的
な
思
想
の
名
残

り
か
、
あ
る
い
は
洋
の
東
西
を
通
じ
て
、
女
性
が
蔑
視
さ
れ
て
い
る
歴
史

上
の
或
る
時
期
と
関
連
す
る
の
か
、
と
い
う
興
味
あ
る
問
題
を
取
扱
っ
て

い
る
Ｏ「

清
弁
の
声
聞
批
判
ｌ
イ
ン
ド
に
お
け
る
大
乗
佛
説
論
ｌ
」
（
野

沢
静
証
）
は
、
中
観
心
論
頌
註
思
択
焔
第
四
章
「
声
聞
の
真
実
に
入
る

章
」
の
和
訳
で
あ
る
。

「
・
ハ
ー
リ
佛
教
に
お
け
る
輪
廻
と
解
脱
」
（
早
島
鏡
正
）
で
は
、
ブ
ッ

ダ
等
コ
ー
サ
の
「
清
浄
道
論
」
の
解
釈
を
中
心
に
輪
廻
、
苦
、
苦
滅
、
浬
樂

等
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

「
三
衣
に
つ
い
て
」
（
平
川
彰
）
で
は
、
三
衣
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
衣
の
大
い
さ
は
、
古
く
は
身
長
に
合
わ
せ
て
三
衣

を
作
っ
た
が
（
但
し
佛
陀
の
衣
の
量
と
同
じ
量
の
衣
を
作
っ
て
は
な
ら
な

い
）
、
次
第
に
比
丘
の
衣
の
量
が
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
僧

祇
律
に
お
け
る
三
衣
の
大
い
さ
、
ま
た
現
在
の
三
衣
の
大
い
さ
に
つ
い
て

ビ
ル
マ
の
僧
（
大
僧
正
）
に
直
接
聞
い
た
回
答
な
ど
（
二
五
四
頁
）
、
さ
す

が
に
律
蔵
の
権
威
者
だ
け
あ
っ
て
実
に
詳
し
い
。

「
華
厳
経
の
臂
職
表
現
」
（
福
原
亮
厳
）
で
は
、
華
厳
経
に
は
臂
嶮
が

非
常
に
多
い
が
、
臂
職
の
種
類
を
動
物
、
植
物
、
鉱
物
、
天
文
、
地
理
、

世
界
、
人
、
天
、
物
象
、
理
法
な
ど
に
分
類
し
て
種
を
検
討
し
て
い
る
。

「
原
始
仏
教
に
お
け
る
禅
定
思
想
」
（
藤
田
宏
達
）
で
は
、
禅
定
を
あ

ら
わ
す
語
の
言
習
〕
④
（
望
鼻
．
合
乱
目
沙
）
』
困
冒
且
冨
は
原
始
経
典
で
は

同
じ
よ
う
な
意
味
に
用
い
ら
れ
、
特
に
区
別
さ
れ
て
い
な
い
（
二
九
八
頁
）
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と
い
い
、
禅
定
説
の
成
立
に
関
し
て
は
、
四
禅
、
そ
れ
に
四
無
色
定
を
加

え
た
八
等
至
、
さ
ら
に
滅
尽
定
を
加
え
た
、
い
わ
ゆ
る
九
次
第
定
な
ど
の

成
立
問
題
に
つ
い
て
、
佛
教
外
の
説
を
採
用
し
た
と
す
る
見
方
と
、
佛
教

内
で
成
立
し
た
と
す
る
見
方
と
が
あ
る
が
、
著
者
は
そ
の
素
材
の
多
く
は

外
部
に
由
来
す
る
が
、
個
を
の
具
体
的
な
禅
定
体
系
は
佛
教
内
で
独
自
に

形
成
さ
れ
た
（
三
○
四
頁
）
と
主
張
し
て
い
る
。

「
倶
舎
論
の
教
義
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
覚
え
書
き
」
（
舟
橋
一
哉
）

で
は
、
宇
井
博
士
が
佛
教
汎
論
の
中
で
「
三
世
実
有
、
法
体
恒
有
」
の
句

に
つ
い
て
、
こ
れ
を
「
三
世
に
実
有
な
れ
ば
…
…
」
と
解
す
べ
き
で
あ
っ

て
「
三
世
は
実
有
な
り
」
と
読
ん
で
は
な
ら
な
い
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
。

佐
々
木
現
順
博
士
は
こ
の
点
に
関
し
、
「
三
世
は
実
有
な
り
」
と
読
む
べ

き
で
あ
っ
て
、
「
三
世
に
実
有
な
り
」
と
読
む
こ
と
の
誤
ま
り
を
指
摘
し

て
お
ら
れ
る
（
三
一
八
頁
）
。
著
者
は
こ
れ
ら
の
説
を
批
評
し
な
が
ら
「
三

世
実
有
、
法
体
恒
有
」
の
解
釈
や
、
「
世
」
の
、
犀
．
で
あ
る
四
目
ぐ
ぃ
ロ

と
圃
冨
と
の
同
異
、
そ
の
他
、
「
無
所
縁
識
な
し
」
等
を
め
ぐ
っ
て
種

々
検
討
を
加
え
て
い
る
。

．
来
に
つ
い
て
」
（
真
野
龍
海
）
で
は
、
四
沙
門
果
に
つ
い
て
、
宇

井
博
士
は
「
四
向
四
果
と
い
う
ご
と
き
は
佛
陀
の
説
い
た
も
の
で
は
な
か

ろ
う
と
思
う
」
（
一
三
一
三
頁
）
と
い
わ
れ
、
他
の
学
者
も
佛
教
と
し
て
は
一

来
、
不
還
は
本
旨
で
な
い
と
す
る
（
三
三
四
頁
）
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
と
関

連
す
る
生
天
思
想
を
佛
教
本
来
の
思
想
と
考
え
な
い
と
こ
ろ
に
起
因
す

る
。
こ
れ
に
対
し
て
著
者
は
「
生
天
説
を
本
来
認
め
な
い
と
い
う
考
え
方

は
、
佛
教
古
期
の
経
典
、
例
え
ば
数
十
と
い
う
他
界
説
に
ふ
れ
る
偶
を
も

つ
『
法
句
経
』
一
つ
読
解
し
た
だ
け
で
も
、
空
論
で
あ
り
云
々
」
（
三
三
四

頁
）
と
い
っ
て
生
天
思
想
を
是
認
し
、
「
一
来
は
不
還
と
と
も
に
、
佛
教

以
前
の
ウ
・
〈
’
一
シ
ャ
ッ
ト
等
の
生
天
思
想
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」
（
三
四
七

頁
）
と
主
張
し
て
い
る
。

「
の
ロ
耳
四
ｍ
四
目
且
四
‐
３
国
茸
秒
の
五
佛
説
に
つ
い
て
」
（
壬
生
台
舜
）
で

は
、
五
佛
と
は
大
日
如
来
を
中
心
と
し
て
四
方
に
四
佛
が
配
置
さ
れ
る
も

の
と
、
普
通
に
理
解
さ
れ
て
い
る
（
三
五
二
頁
）
。
し
か
し
阿
閾
を
中
央
神

と
し
て
先
に
挙
げ
、
大
日
、
宝
生
、
無
量
寿
、
不
空
成
就
と
続
く
系
列
も

あ
り
、
こ
れ
ら
を
資
料
的
に
検
討
し
て
、
の
ｐ
ご
画
の
勢
昌
且
蝕
‐
苗
昌
目
の
前

分
十
八
章
が
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
か
を
論
じ
て
い
る
。

「
近
時
の
『
心
性
本
浄
』
研
究
の
展
開
と
問
題
」
（
西
義
雄
）
で
は
、

赤
沼
教
授
が
「
原
始
佛
教
に
於
け
る
心
・
意
・
識
は
我
盈
の
主
観
の
別
名

で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
中
の
「
わ
れ
わ
れ
の
主
観
」
と
い
う
表
現
が
極
め

て
暖
味
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
考
え
方
を
鋭
く
批
判
し
て
い
る
（
三
七
一
頁
）
。

「
ま
た
古
奥
義
書
な
ど
に
お
け
る
梵
ま
た
は
我
は
、
世
界
創
造
主
か
創
造

の
原
理
と
し
て
形
而
上
学
的
実
体
で
あ
る
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
」
云
を

（
三
七
一
頁
）
と
い
っ
て
、
「
佛
陀
の
教
え
が
『
梵
」
『
我
」
の
語
を
「
心
』

の
語
に
置
き
か
え
て
、
心
性
は
本
浄
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
来
た
」
と
い
う

赤
沼
教
授
の
説
を
批
判
し
て
い
る
（
三
七
一
’
三
七
二
頁
）
。
ま
た
赤
沼
教
授

は
「
心
性
本
浄
説
を
正
面
か
ら
言
う
も
の
は
、
原
始
経
典
に
は
極
め
て
少

な
い
」
と
い
わ
れ
る
が
、
著
者
は
金
鉱
の
職
説
を
加
え
る
と
決
し
て
少
な

く
な
い
と
反
論
し
て
い
る
。
次
に
口
諦
暗
記
の
伝
承
に
つ
い
て
も
、
部
派

佛
教
徒
の
態
度
に
つ
い
て
、
現
時
の
多
く
の
原
始
佛
教
研
究
者
の
説
の
如

く
、
部
派
佛
教
徒
は
、
彼
等
に
有
利
な
経
律
等
を
多
く
改
作
又
は
偽
作
し

た
と
す
る
説
に
反
対
し
（
三
七
六
頁
）
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
著
者
は
「
自

75



説
を
立
て
る
為
め
に
、
部
内
の
比
丘
達
が
自
分
勝
手
に
、
自
説
に
過
ぎ
な

い
説
を
佛
説
と
し
た
り
、
ま
た
経
文
な
ど
を
自
分
に
都
合
よ
い
よ
う
に
新

説
し
た
り
偽
作
し
た
る
こ
と
は
、
決
し
て
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
」

（
三
七
七
頁
）
と
例
を
上
げ
て
主
張
し
て
い
る
。
｝
」
の
よ
う
に
こ
の
論
文
は

従
来
の
定
説
を
く
つ
が
え
さ
ん
と
す
る
意
欲
的
な
論
文
で
あ
る
が
、
残
念

な
こ
と
に
こ
の
論
文
に
は
誤
植
が
多
い
。
例
え
ば
「
格
率
」
と
い
う
語
が

二
度
出
る
が
（
三
七
九
頁
・
一
五
行
と
三
八
○
頁
・
九
行
）
、
「
確
率
」
の
誤
ま

り
か
と
思
わ
る
。
ま
た
「
希
待
」
（
三
八
五
頁
・
六
行
）
も
「
期
待
」
と
普
通

Ｏ

Ｏ

書
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
他
、
「
わ
ず
ら
れ
し
く
↓
わ
ず
ら
わ
し

く
」
（
三
八
九
頁
・
二
○
行
Ｊ
「
合
利
弗
↓
舎
利
弗
」
（
三
九
一
頁
注
⑮
）
な
ど

の
校
正
ミ
ス
が
あ
る
。
多
分
、
忙
し
く
て
充
分
な
校
正
が
出
来
な
か
っ
た

た
め
と
は
思
わ
れ
る
が
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

数
論
等
に
関
し
て
は
「
サ
ー
ン
ク
ャ
（
数
論
）
の
解
脱
の
主
体
に
つ
い

て
ｌ
サ
ー
ン
ク
ャ
・
カ
ー
リ
ヵ
ー
（
数
論
頌
）
六
四
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」

（
村
上
真
完
）
と
「
ダ
ル
マ
（
法
）
と
智
恵
の
問
題
ｌ
サ
ー
ン
キ
ャ
・

ヨ
ー
ガ
と
佛
教
ｌ
」
（
山
口
恵
照
）
の
二
論
文
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
力

作
で
あ
る
。
し
か
し
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
か
ら
カ
タ
カ
ナ
に
す
る
場
合
、
あ

る
い
は
訳
語
の
上
で
も
、
も
う
少
し
学
者
の
間
で
統
一
出
来
な
い
で
あ
ろ

う
か
。
断
且
脚
ご
Ｐ
を
前
者
は
「
サ
ー
ン
ク
ャ
」
と
し
、
後
者
は
「
サ
ー

ン
キ
ャ
」
と
し
て
い
る
。
訳
語
の
上
で
も
国
鳥
旨
を
前
者
は
「
原
質
」

と
訳
し
、
後
者
は
「
自
性
」
と
訳
し
て
い
る
。
冒
且
宮
も
前
者
は
「
覚
」
、

後
者
は
「
統
覚
」
と
訳
し
て
い
る
。
た
ま
た
ま
数
論
に
関
す
る
論
文
が
並

ん
だ
の
で
特
に
目
立
っ
た
の
で
あ
る
が
、
仏
教
用
語
一
般
に
つ
い
て
も
同

じ
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
他
、
第
一
部
で
は
「
入
真
言
門
論
に
つ
い
て
」
（
酒
井
真
典
）
、

「
婆
沙
所
収
異
部
教
義
に
つ
い
て
」
（
宅
見
春
雄
）
な
ど
の
論
文
が
あ
る
。

第
二
部
は
中
国
佛
教
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
唯
識
思
想
の
中
国

的
屈
折
序
説
」
（
武
内
紹
晃
）
は
印
度
佛
教
思
想
が
中
国
佛
教
の
中
で
、

ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
を
探
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
興

味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
世
親
以
前
の
唯
識
教
学
と
、
法
相
宗
教
学
と
の
相

違
点
の
な
か
で
、
最
も
顕
著
な
も
の
は
三
性
説
の
上
に
見
ら
れ
る
（
五
一

八
頁
）
と
い
い
、
「
唯
識
三
十
頌
」
の
第
二
十
一
頌
の
後
半
の
偶
で
目
Ｈ
‐

ぐ
の
ロ
Ｐ
の
四
目
国
冨
３
３
を
玄
英
は
「
常
遠
一
一
離
前
一
性
」
と
訳
す
が
、
「
成

唯
識
論
」
で
は
「
遠
離
前
」
と
「
性
」
と
を
分
け
て
解
釈
し
て
、
「
遠
離

前
」
は
空
に
、
「
性
」
は
そ
の
性
と
し
て
空
之
性
と
し
て
い
る
。
こ
れ
な

ど
Ｈ
四
目
冨
薗
の
３
だ
け
に
別
の
意
味
を
も
た
せ
た
こ
と
に
な
り
、
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
の
上
か
ら
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
（
五
一
八
’
五

一
九
頁
）
・
護
法
ｌ
玄
英
Ｉ
窺
基
と
受
け
つ
が
れ
た
法
相
唯
識
の
ど
こ
で
唯

識
思
想
の
中
国
的
屈
折
が
あ
っ
た
か
を
探
ら
ん
と
し
て
、
同
じ
玄
奨
の
門

下
で
あ
り
な
が
ら
異
端
視
さ
れ
た
円
測
の
著
作
に
注
意
し
、
円
測
が
護
法

を
受
け
つ
い
で
い
る
こ
と
を
事
例
を
あ
げ
て
説
明
し
て
い
る
（
五
一
三
頁
）
。

そ
の
他
、
第
二
部
で
は
「
教
相
と
教
判
」
（
関
口
真
大
）
、
「
羅
什
の
佛

身
論
」
（
玉
城
康
四
郎
）
、
第
三
部
で
は
「
永
平
教
団
に
お
け
る
寂
円
派
に

つ
い
て
」
（
古
田
紹
欽
）
、
第
四
部
で
は
「
佛
教
の
真
実
、
中
道
と
浬
桑

ｌ
中
道
の
原
始
型
と
根
本
中
の
立
場
ｌ
」
（
宮
本
正
尊
）
な
ど
、
現

在
学
会
に
お
い
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
一
流
学
者
の
論
文
が
数
多
く
載
せ

ら
れ
て
い
る
。

（
昭
和
四
十
七
年
十
月
、
山
喜
房
佛
書
林
、
Ｂ
五
版
、
一
五
、
○
○
○
円
）
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